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 近年，日本では地方移住について，文献やイン

ターネットなど，場所を問わず多くのメディアで

様々な議論が展開されてきた。同時に東日本大震

災以降，若い世代の地方移住が着目されてきた1。

こうした現象は，どのような背景や心情から生ま

れたものなのか，そして地方移住の理想と移住後

の現実の生活に，ギャップがないのかについてみ

ていくことが本稿の目的である。 
 その狙いは，地方移住の選択をした人々の生活

や人生を描き出し，その移住が移住者の人生につ

いてどのような意味を持つのか，どのように生活

に作用するのかを考察することである。同時に，

移住者の志向について深く理解し，その背景や人

生について考察する本稿の内容が移住政策や将来

の移住者の方向性を決定していくのに多少なりと

も寄与することである。 
 日本における人の流動に関して，その現象につ

いて多くの研究が行われてきた。地方から都市へ

の人口流動について，奉公や高度成長期の集団就

職や学歴社会による移動といったものから国勢調

査などの大量のデータに基づくものまで研究がな

されてきた。しかし，本稿で試みる地方移住の語

られ方と現実の移住者の生活や人生のギャップに

注目し，それを個人の具体的な事例から確認しよ

うという研究はまだ多くない。類似の研究として

井戸(2017)2や轡田(2017)の研究 3が挙げられるが，

それぞれ「地域おこし協力隊」に着目したものや，

若者研究を土台に「地方暮らしの若者」に焦点を

あてたものであることから，本稿の地方移住に関

するメディアと地方移住者の生活について着目し

たものとは，やや違いがあると考えられる。 
 本稿では，まず第１章で本稿における「地方」

と「地方移住」とは何なのかを確認し，第２章で

地方移住に関するメディアでの語られ方を整理し

たうえで，移住者の語りから得られるライフヒス

トリーを描き出す。そして第３章では，第２章で

得られた結果から，地方移住の理想と現実につい

て分析し，移住者の特性を描く。その上で，この

移住形態が何によってもたらされるのかについて

考察していきたい。 
 
第 1章 地方移住と人口流動の変遷 

1-1地方とは地方移住とは何か 

 そもそも地方移住の地方とはどのようなとこ

ろなのだろうか。中国，四国地方というようにそ

の地域のほうを表す場合にも使われるが，首都に

対する意味としても使われる。政策研究などの分

野でも地方は中央―三大都市圏―と対比される概

念として使われてきた。また，地方と聞くと「田

舎」のようなイメージを持つが，地方都市という

言葉もあるように，地方であっても都市的な機能

を持つ地域は存在する。それではどこまでが地方

でどこからが地方でないのだろうか。 
轡田（2017）は地方について，都市雇用圏 4の

概念を用いて，人口が 30 万人以上の基準を満た

す三大都市圏以外の都市雇用圏を「地方中枢拠点

都市圏」，20 万人以上をそれに準ずる地域，それ

以外を条件不利地域と分類した 5。 
たしかに，三大都市圏以外にも人口が多く，ま

た都市部への通勤者が多い地域が存在する。もは

や地方か地方ではないかという基準を都道府県や

市町村別に把握することは困難だろう。そこで本

稿では，地方についてその多義的な意味を踏まえ

ながらも，その基準については，轡田（2017）の

地方中枢拠点都市圏，それに準ずる地域，条件不

利地域の分類を用いて理解していきたい 6。 
 では地方移住とはどのような意味なのだろうか。 
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佐藤・城所・瀬田(2014)は「過去の人口移動と

逆向き」―東京圏への転入超過の動きとは逆の―

かつ「二地域居住人口」など多様な人口を含む，

「東京圏から圏外への人口流動」を広義の地方移

住としている 7。 
これも中央に対し地方を置き，そこからの人口

流動を地方移住としている。特徴的なのは東京圏

から圏外への人口流動を中心に考えているところ

だろうか。もちろん，過去の東京圏への人口集中

の動きと逆向きの動きとして地方移住を捉えるこ

ともできる。しかし，東京圏以外の名古屋圏，大

阪圏からの人口流動も地方移住に含まれるのでは

ないだろうか。それでは，「地方中枢拠点都市圏」

などの地方都市からの条件不利地域への人口流動

は地方移住に含まれるのだろうか。これについて

は，都市的機能を持つ地域から条件不利地域への

移動という点で，地方移住という枠組みに含まれ

そうに考えられるが，本稿では同じ地方という枠

組みの中での人口流動ということを考え，地方移

住に含まないこととする。 
 このように地方と地方移住については，その言

葉の意味が広いため様々な解釈が存在するが，本

稿では地方については中央―三大都市圏―に対す

る概念として地方を用い，その分類としては轡田

(2017)の条件による分類を用いる 8。地方移住につ

いては佐藤ら(2014)の概念を踏まえつつも 9，三大

都市圏から地方中枢拠点都市圏，それに準ずる地

域，条件不利地域への多様な人口流動を地方移住

として用いる。 
 
1-2地方移住の形 

前述したように，地方移住の形には単なる人口

移動や住居変更だけでない多様な形がある。ここ

ではその地方移住の形について整理していきたい。 
人口移動の経路として，地方移住に関しては

UIJターン 10の３つに分けられるが，名称だけみ

ても孫ターンといったその移住者の属性に着目す

るものやその理由に着目するもの，二拠点居住，

二拠点就労と二つの拠点を持つものや，二段階移

住といった段階を踏むものまでその形は多様であ

る。 
 これらの多様な地方移住の形が生まれたのはな

ぜだろうか。その理由はライフスタイル移住によ

るものではないかと考えてみたい。 
ライフスタイル移住（lifestyle migration）につ

いてMichaela Benson,Karen  O’Reilly(2009)は
「より良い生活のために移動する現象（Since 
this phenomenon of moving for a better way of 
life11）」としている。 
このような，これまでの仕事等の理由による移

住とは性格の異なる生活の質を求める移住が，近

年の地方移住を形作っているのではないだろうか。 
 長友（2015）はライフスタイル移住が包含して

いる新しい移住形態の共通点について，（1）中間

層をめぐる労働市場やライフコース価値観の変化

が関連している点，（2）観光や滞在経験と移住の

関連性，および（3）移住の意思決定における想

像力の役割の3点を挙げている 12。このような理

由からライフスタイル移住が生まれ，それが現在，

様々な名称で国内でも注目されているということ

も予想される。 
本稿では，近年の地方移住の動きについて，こ

のライフスタイル移住という概念を基礎に置きな

がら考察したい。 
 
1-3中央から地方へ 

 中央から地方への移動について前述したように

多様な動きがある。政策的な点を考えれば，日本

創生会議が発表した人口減少による「消滅可能性

都市 13」の議論が多くの議論を生み，国は「まち・

ひと・しごと創生本部」を設立した。国と地方自

治体は地方創生の政策のひとつとして，様々な

UJIターン移住者支援政策を行っている。 
 労働政策研究・研修機構（2016）は，大都市出

身者の地方移住についてアンケート調査からまと

めているが，これによれば，転勤を機とした移動

が最も多い中で，就職，転職，結婚を機とした移

住も多く見られる。また移住の理由としても，勤

務先の都合や希望する仕事があったためが多いが，

少数ながらも自分らしい生き方をするためや，豊
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かな自然環境に惹かれたためなど，個人の価値観

や生活環境に起因するものもあるとしている 14。 
 近年，日本ではこのように地方が注目されると

同時に，政策的にも中央から地方への移動をもた

らす動きがあった。また前述したようなライフス

タイル移住も，量的な調査ではあまり反映されに

くいが，確実に日本国内の移住の形としても存在

するものだと考えられる。 
 
第 2章 地方移住の語られ方 

 2-1地方移住に関するメディアの調査 

 ここでは地方移住の｢理想｣を把握するため，地

方移住に関する雑誌メディアの特集，見出しのテ

キスト分析を行った。 

 地方移住は様々なメディアで取り上げられてい

るが，特に雑誌メディアはそのライフスタイルを

紹介，提案するという意味で，ライフスタイル移

住と関わる地方移住においてその理想が表れてい

るのではないかと考えた。特に特集や見出しのテ

キストは読者の目に入りやすく，理想やイメージ

形成に大きく関わっているのではないかと予測し，

これらのテキストを分析することとした。 

 

2-1-1調査対象と調査方法 

 本稿では，近年の移住に関するメディアの調査

対象として，雑誌『TURNS』（第一プログレス）

と『ソトコト』（木楽舎）を用いた。 
『TURNS』は，前述したWebサイトやイベン

ト等を通じて，地方移住に関する情報発信などを

行っている 15。雑誌としては2012年創刊で，2017
年 12月9日現在，Vol.26まで発刊されている 16。

『TURNS』は比較的新しく，また雑誌以外の活

動内容等から考えても，近年を代表する地方移住

に関する雑誌メディアだと考える。近年の地方移

住の動き，メディアでの語られ方を捉えることも

本稿の目的の一つであり，若干の偏りがあること

は否めないが，近年の地方移住に関するデータが

十分に得られることと判断した。 
『ソトコト』は，「スローライフ」や「ロハス 17」

などのライフスタイルを提案してきたソーシャル

＆エコ・マガジンだ 18。1999 年に創刊し，2017
年 12 月 9 日現在，No.223 まで発刊されている。

『ソトコト』は雑誌のメインとして地方移住を掲

げているわけではないが，2010年12月号No.138
の特集「日本列島移住計画」などから，国内の移

住に関する特集が度々登場する。 
 加藤（2006）は，「『ソトコト』はロハスを日

本に広める中心的な役割を担い続けている。」と述

べている 19。 
ライフスタイル移住者の志向に関する研究で

谷垣（2017）は，北海道清里町，小清水町と奈良

県奥大和地域のアンケート調査からその心理特性

についてローカルコミュニティ志向，エコロジー

志向，ビジネス志向を挙げ，これらが「LOHAS」
概念と共通する価値観であると指摘している 20。 
これらのことから『ソトコト』の特集の変化を

分析することで，日本におけるロハスの視点の変

化と地方移住の関わりを捉えることができるので

はないかと期待し，調査対象とした。 
調査方法として，『TURNS』の Vol.1～Vol.26 か

ら目次の見出しと特集を，『ソトコト』の No.1～
No.223 から特集をそれぞれバックナンバーより

筆者の手によって収集し 21，それらを雑誌別にテ

キスト文章に入れた。テキストデータを分析する

ソフト KH Coder22のプロジェクトからそれらの

ファイルを読み込み，それぞれ分析した。まず

『TURNS』は，語の取捨選択から，抽出されに

くいと思われる語を強制抽出の語として設定し

た 23。前処理を実行し，KH coder のツールから

頻出語 150 を抽出し 24，筆者の手で上位 20 まで

をまとめた。次に，それぞれの語がどのような形

で用いられているのか理解するため，ツールの共

起ネットワークから，共起ネットワーク図―共起

の強い語を線で結んだ図―を描いた 25。さらに，

『ソトコト』に関しても強制抽出する語を設定

し 26，前処理を実行しKH coderのツールから頻

出語 150 を抽出 27，筆者の手で上位 20 までをま

とめた。また，ツールから共起ネットワーク図を

描写 28，さらに，『ソトコト』の変化と近年の地方

移住の形態の出現を探るため，年ごとに｢見出し｣
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を分け，ツールの外部変数と見出しからリストを

操作，集計し，特徴語を抽出した。 
 

 2-1-2『TURNS』の結果 

 『TURNS』のVol.1～Vol.26の目次から得られ

た特集と見出しの総数は294件だった。頻出語を

抽出し上位20までをまとめたのが表1である。 
 最も多く抽出されたのが【町】，続いて【人】で

ある。さらに，地方移住に密接に関わる雑誌なの

であたりまえだが，【地方】【移住】【地域】といっ

た語が多く抽出されている。【暮らし】や【暮らす】

といった生活に関する語や【島】【自然】【海】と

いった自然に関する語，【働く】【仕事】【ワーク】

などの仕事に関する語もあった。また，【自分】【生

かす】などの自己実現を連想させる語も特徴的だ

ろうか。形容詞に注目すると一番多く抽出された

のは【新しい】であった。 

 

表 1:『TURNS』Vol.1～Vol.26 の特集と見出しの頻出語上位 20 まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：『TURNS』Vol.1～Vol.26 の目次を基に KH Coder を用いて筆者作成。 

 
再び，『TURNS』で得られた 294 件の見出

しと特集から KH Coder を用いて共起ネット

ワーク 29を描いたのが図 1 である。これは共

起が強いほど太い線で結ばれ，また，円の色

が濃いほど媒介中心性が高い。 

 まず，色の濃い語－媒介中心性が高い語－

に注目して共起関係をみると，【運営】，【住宅】，

などを中心に【活動】や【就職】【クラフトビ

ール】【提案】などと結びつきがあることが分

かる。他にも，【個性】【楽しめる】【お客】な

どと【生産】【夢】【セレクトショップ】など

の結びつきがわかる。線が太い語－共起関係

が強い語－のつながりをみると，【幸せ】と【身

近】や【成功】【秘訣】【起業】や【里】【人情】

【山里】【豊か】のつながり，【若者】【つなが

り】【コト】などの共起関係が強いことなどが

読み解ける。 

 

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 

町 32 自然 10 

人 24 暮らす 10 

地方 24 ローカル 9 

移住 22 海 9 

地域 21 日本 9 

暮らし 14 仕事 8 

島 12 自分 8 

新しい 11 生かす 8 

働く 11 発信 8 

魅力 11 ワーク 7 
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図 1：『TURNS』Vol.1～Vol.26 の特集と見出しの共起ネットワーク分析 

出所：『TURNS』Vol.1～Vol.26 の目次を基に KH Coder を用いて筆者作成。 

 
 2-1-3『ソトコト』の結果 

 『ソトコト』No.1～No.223 から得られた特

集は 223 件であった。頻出語を抽出し上位 20

までをまとめたのが表 2 である。 

 雑誌の特徴から【ロハス】や【エコ】【スロ

ーフード】【スローライフ】などが多く抽出さ

れている。また，地方移住に関連する【地方】，

【移住】というものや関連性がありそうなも

のとして【家】【人】【計画】等が抽出された。

【日本】や【ニュージーランド】といった国

名が多いのも特筆すべき点だろうか。 
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表 2：『ソトコト』No.1～No.223 の特集の頻出語上位 20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出所：『ソトコト』No.1～No.223 の特集を基に KH Coder を用いて筆者作成。 

『ソトコト』で得られた 223 件の特集から，

KH Coder を用いて共起ネットワークを描い

たのが図 2 である。 

 これも円の色が濃い語から見ていくと【農

業】を中心にした【野菜】などのつながりや

【方法】【長持ち】【LOHAS】などを中心とし

た【暮らし】【生きる】などのつながり，【貢

献】を中心とした【プロジェクト】や【アイ

デア】【NPO】などのつながり，【旅行】を中

心として【ナチュラル】や【医療】へのつな

がりと【北海道】【大陸】【ツアー】などへの

つながりが読み取れる。 

 線の太い語の関係をみると，【山】【海】や

【プロジェクト】【巻き込む】【地域】といっ

た関係が強いことがわかる。 

 地方移住に関連があると思われる語をみる

と【地方】から【住む】【特集】【子育て】へ

のつながり，【移住】【計画】【ニュージーラン

ド】の関係も読み取れる。 

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 

ロハス 21 人 7 

エコ 16 スローライフ 6 

日本 15 ニュージーランド 6 

保存 12 移住 6 

スローフード 10 完全 6 

社会 9 環境 6 

ガイド 8 計画 6 

デザイン 8 入門 6 

地方 8 エネルギー 6 

家 7 グリーン 6 
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図 2：『ソトコト』No.1～No.223 の特集の共起ネットワーク分析 

出所：『ソトコト』No.1～No.223 の特集を基に KH Coder を用いて筆者作成。 

さらに，『ソトコト』の変化と地方移住との関

係を探るため，『ソトコト』No.1～No.223 の

特集を出版年ごとに分け，その特徴語 30を抽

出した。それが表 3 である。 

年代ごとに注目すると，1999～2007 年ま

では【ロハス】や【スローフード】【エコ】な

どが特徴語として抽出されている。また海外

の地名も多く抽出された。2008 年～2010 年

では【グリーン】や【エコツーリズム】など

自然や環境に関する語が特徴的である。2011

年～2014 年では 2011 年に【日本】や【ソー

シャル】，【変える】，【人】などがあり，特徴

的である。2015～2017 年では【地方】，【地

域】，【ローカル】などの語がそれぞれ特徴語

として抽出されている。 

地方移住に直接関連があると思われる語は

2015 年の【地方】【ローカル】【住む】などか

ら多く出始め，その後も 2016 年，2017 年と

地方移住に関連がありそうな語が出ているこ

とが分かる。 
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表 3：『ソトコト』No.1～No.223 の特集の出版年別の特徴語 

 
出所：『ソトコト』No.1～No.223 の特集を基に KH Coder を用いて筆者作成 31。 

 
2-2ライフヒストリーの聞き取り調査 

 ライフヒストリー法について谷（2008）は，個

人の生活構造に焦点をあて，人生の一時期，一生，

世代を超えた生き様などを対象として探求し，事

象の個別性，固有性を重視すると同時に個別を通

して普遍にいたる道を志向すると述べている 32。 
 これは，地方移住の動きに対して主観的な事実

に寄り添い，考察していくことを試みる本稿にお

いても有用であると考えた。 

 
 2-2-1調査対象と調査方法 

 本稿では，第1章で示したように，近年の地方

移住とライフスタイル移住の概念に関係性がある

のではないかという考えから，ライフスタイル移

住の概念を基礎に置きながら考察したい。そこで，

大きく生活様式が変更されると考えられる地方へ

の―特に条件不利地域への―移住を中心に据え調

査する。 
 ここで調査対象地域について押さえておきたい。
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調査対象地域は鹿児島県にある離島，屋久島町で

ある。2007年に旧上屋久町と旧屋久町が合併して

できた屋久島町の人口は，2015年の時点で

12,913人，第三次産業に従事する人が最も多い 33。

もちろん「地方中枢都市圏」から外れる「条件不

利地域」である。 
 この屋久島町への移住者の方を対象に1時間か

ら1時間半ほどのライフヒストリーの聞き取り調

査を行った。なお，対象者は筆者が直接インター

ネットなどから知り，会って話してもらった方や，

役場の移住に関する部署に問い合わせ紹介しても

らった方，さらに調査を行ってからその友人を紹

介してもらうなどの協力を得て行った。 
 
 2-2-2それぞれのライフヒストリー 

調査に協力してくれたのは表4の 10名の屋久

島移住者だが，紙幅の都合上，それぞれのライフ

ヒストリーを記すことができない。これらの語り

に関しては，今後の3章で引用していきたい。

 
表 4：聞き取り調査リスト 

Aさん ガイド 2017年 12月 17日(日)於・会社寮 

Bさん ガイド 2017年 12月 17日(日)於・会社寮 

Bさんの妻 2017年 12月 17日(日)於・ガイド会社寮 

Cさん アロマショップ店長 2017年 12月 18日(月)於・アロマショップ 

Dさん 民宿 2017年 12月 22日(金)於・民宿 

Eさん 会社代表 2017年 12月 22日(金)於・直営ショップ 

Fさん お土産物店勤務 2017年 12月 27日(水)於・喫茶店 

Gさん 看護師 2017年 12月 17日(日)於・ガイド会社寮 

Hさん ガイド 2017年 12月 17日(日)於・会社寮 

Iさん 2017年 12月 17日(日)於・ガイド会社寮 

出所：筆者作成。 

 

 ライフヒストリーの聞き取り調査ではそれぞれ

の人生や生活の形があり，移住というものがあく

までもその人生の結果または通過点であることか

ら，一概に屋久島移住者について類型化するのは

困難であることが分かった。しかし，その中から

語りの中で多くの者に共通している点などについ

て考察したい。 
 一つ目は｢アウトドア｣や｢自然｣への親しみが挙

げられる。幼少時や学生時代，現在に至るまで，

それぞれの移住者によってその時期に違いはある

が，アウトドア趣味への語りや生活の中での自然

への親しみの思いが語られていることが分かる。

さらに自然環境などの｢生活｣の面に関連すると，

｢子育て｣に関する語りや，移住前に｢確認｣や｢リサ

ーチ｣のために屋久島を訪れる例などがみられた。 

 二つ目は今回聞き取りを行った移住者の全てが

観光関連産業に従事していることだ。それは｢ガイ

ド｣から｢民宿｣，｢ショップ｣など幅広い。また C
の語りのなかでも｢観光業って大抵外から来た人

で，全部じゃないですけどね。｣というものもある

ように，観光関連の職業に携わる者が多い。移住

者の全てとは言わずとも，その多くが観光関連産

業に携わっているのではないだろうか。 
 三つ目は地域の人間関係についての語りである。

多くは｢子育て｣つながりの関係や｢貰い物｣などの

関係が語られた。また，｢集落の清掃｣といったも

のについても語られている。 
 これらのことに関しては第３章でも深く考察し

ていきたい。 
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第 3章 どのような生き方を選択するのか 

 3-1『TURNS』からみる地方移住の理想 

 雑誌『TURNS』から読み解けた地方移住の理

想は大きく分けて３つあると考える。１つは「生

活環境の改善」，２つ目は「自己実現可能な新たな

仕事」，３つ目は「豊かな人間関係」である。また

これらは，それぞれが関連しているのではないだ

ろうか。 
 １つ目の「生活環境の改善」については，

『TURNS』の目次，特集から【暮らし】【暮らす】

などの生活に関する語や，【島】【自然】【海】など

自然に関する語が多く抽出されたことから考えた。

なぜ「改善」としたかといえば『TURNS』の共

起ネットワーク図を見た際【都会】と【田舎】の

共起関係，また【選択】というつながりにもあら

われているように，都市部の生活環境に対し，田

舎の生活環境をイメージした際，自然を中心とし

た田舎の生活環境が地方移住の魅力となっている

のではないかと考えたからである。そこで，その

「生活環境の改善」のひとつの方法として地方移

住があり，それがそのまま地方移住の理想のひと

つに繋がっていると考えた。 
 ２つ目の「自己実現可能な新たな仕事」は【仕

事】【ワーク】【働く】や【自分】【生かす】，【新し

い】などの語が多く抽出されたことから分析した。

これらに関連する語のつながりは共起ネットワー

クの図からも読み取れる。例えば【運営】を中心

としたつながりは【活動】【育つ】等に繋がり，

NPO やボランティア活動に関わるつながりにも

見えなくはないが，【活動】と【就職】の共起関係

も見ることができる。また，【就職】に限らず，【起

業】と【成功】【秘訣】の関係も見ることができる。

他にも【楽しめる】を中心とした関係や【続々】

を中心とした関係からは，地方での仕事に着目し

ていることがわかる。これらのことから，「自己実

現可能な新たな仕事」を地方移住の理想のひとつ

として挙げた。 
 ３つ目の「豊かな人間関係」については，【人】

という語が多く抽出されたことに着目し，共起ネ

ットワーク図をみると，【豊か】を中心とした【里】

【山里】【資源】【人情】の関係があることがわか

る。【里】や【山里】の【資源】が【豊か】である

ことを表現しているだろうことは想像できるが，

【人情】とこれらがつながっていることは特徴的

ではないだろうか。また【若者】と【つながり】

などの語もみられる。これらのことから地方移住

の理想のひとつとして「豊かな人間関係」を挙げ

る。 
 
 3-2『ソトコト』からみる LOHAS志向とその視

点の変化 

 地方移住の理想として『TURNS』から「生活

環境の改善」，「自己実現可能な新たな仕事」，「豊

かな人間関係」を挙げたが，『ソトコト』からもそ

れを読み取ることができる。例えば，【地方】から

【住む】【子育て】のつながりは「生活環境の改善」，

【地域】と【プロジェクト】【巻き込む】の関係は

「自己実現可能な新たな仕事」と「豊かな人間関

係」に共通するように考えられる。 
 2-1-1 で確認したように，これらの移住に対す

る志向―理想―とLOHASの概念が共通している

のならば，『ソトコト』の特集の変化を分析するこ

とで，日本におけるロハスの視点の変化と地方移

住の関わりを捉えることができるのではないかと

考えた。 
 以上を踏まえたうえで，表3の『ソトコト』の

特集における特徴語の変化をみてみたい。2005
年までは【スローフード】や【スローライフ】と

いったものが中心であった。また，2005年に【ロ

ハス】が登場してから 2007 年までは【ロハス】

について広める時期だったことが推察される。そ

して2008年から2010年までは【エコ】や【グリ

ーン】などの環境に着目していることが読み取れ

るだろう。しかし，2011年からは【日本】【社会】

などが特徴語として上がり，国内の社会に注目が

集まったことがわかる。また，これは東日本大震

災の影響があったのではないかと推察される。そ

して2012年から2014年では【ソーシャル】や【人】

といった語が特徴語として抽出され，その視点が

国内の特に「つながり」や「コミュニケーション」
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の部分に集まったことが予想される。そして2015
年からはその視点が【地方】や【ローカル】に集

まったことがわかる。また，【貢献】を中心とした

共起関係からはその【地域】や【社会】に貢献し

ようという動きも予想される。 
 したがって，現在の日本における地方移住の考

えやその形態はロハスの視点の変化―日本におけ

るロハスの概念が様々なものを内包してきたこと

―によってできたものだと考えられる。2005年か

らその兆候はあったが，その変化の大きな契機は

国内に注目しはじめた2011年だろう。2011年の

東日本大震災による国内の社会への注目が，さら

につながりやコミュニケーションへの注目を集め，

さらに地方への注目を集めていったと言うことが

できそうだ 34。 
 

 3-3地方移住の現実 

 3-3-1｢生活環境の改善｣について 

 【自然】 
まず，生活環境について自然を挙げるならば，

屋久島への移住者の中には「もともと自然が好き」

な者やアウトドアアクティビティを好む者が多い。

また，屋久島への旅行をきっかけに登山などをは

じめた者もいる。また，移住後もそれぞれが休日

や時間の空いた時に自然と関わる活動をしている

ことが分かった。しかし，自然に囲まれているの

には違いないが，これらの活動には「仕事」の空

き時間（又は仕事中）であるという制約があるこ

とは踏まえておきたい。しかし，前職の多忙さや

前住居が都市部などであることから鑑みると，自

然と関わる生活については改善されていると考え

られる。 
 
例 E:｢たぶん昔からなんと無く抱いていた自然の

中で暮らしたいっていうのがスイッチが

入ったんですよ。｣ 
 

F：「想像してた生活とそんなに変わんない

ですけど，もっと山とか自然に休日とか

バンバン行けるかなって思ってたらそう

でもなかったですね。仕事もしてるので

そこまでゆったりした生活じゃなかった

です私の場合は。」 
 

【子育て】 
また子育てについては，子供と遊びに行くなど

の親が多く，自然で遊ばせたい親にとっては移住

によって改善されたということができるだろう。

またこれは「豊かな人間関係」にも関わるが親同

士の関わりが強いことも子育て環境の改善につな

がる。一方で，島であるため，病院や進学等の設

備やシステムなどが少ないことや分かりにくいこ

とがあり，その点において不満があることもあっ

た。 
 
例B（の妻）：「子育ては危険も少ないし，なんか

誘惑が少ない気がします。ゲーム

センターもないしプールがないか

ら海行ったり。あと，都会に比べ

てすごいママたちが近いと思った。

やっぱ人の子をみたりとか，都会

だとなんかあったらとかちょっと

預けるとかも躊躇しちゃうんだけ

ど，こっちはすごい親戚みたい。

ママ友がなんか密な感じがして預

けたりとかもできる感じがする。

みんなで協力してやっていかない

とっていう感じが，身内もいない

し。ただ，小児科は少ないね。」 
 

E：「子供達が受験っていう段階に来ると，な

かなか島の進学事情っていうのはなんと

なく漠然と大変だろうなって思ってはい

ましたけど，しいて言うとそこが想像以上

にギャップなのかな。」 
 
 屋久島の病院は宮之浦にある｢屋久島徳洲会病

院｣のひとつである。病床数は 140。診療所数は8
つあるものの，病床数は０である 35。緊急医療の

ためのドクターヘリについては鹿児島市立病院か
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ら 35 分の範囲にあり，ランデブーポイントは学

校校庭など 20 箇所ある。また，ドクターヘリの

出勤可能時間は午前 8 時 30 分から日没前までで

あり，悪天候で視界不良の場合は出勤できないこ

ともある 36。これらのことから都市部と比べて屋

久島の医療環境が良いかというと決してそのよう

なことは言えない。 
 進学についてみていくと，屋久島町にある高校

は｢屋久島高校｣ひとつである。屋久島高校は1学

年に普通科2学級，情報ビジネス科1学級が設置

されており，屋久島町の中学生の屋久島高校への

進学率は 70％となっている 37。また，平成 28年

度の屋久島高校の進学・就職状況をみると，進学

した46名のうち7名が4年制大学，短期大学が6
名，専門学校等が33名である。就職した22名の

うち公務員が 3 名，一般企業が 19 名となってい

る。また，進学，就職のほとんどが鹿児島や九州

の学校，企業などであることが分かる 38。学習塾

に関しては，個人が経営している学習塾である場

合が多い。また，鹿児島県において学区外の公立

高校全日制普通科を志願するときには様々な制約

がある 39。これらのことから，進学に関する点で

も都市部と比べて屋久島のほうがその環境や進路

選択の幅があるかというと決してそのようなこと

は言えない。 
 今後，子供の成長とともにこれらの問題にも直

面していくこととなるのではないだろうか。また，

移住者においてはこれらのことを含め，子供たち

の未来まで想像した移住計画や｢リサーチ｣が求め

られるのではないだろうか。 
 

3-3-2「自己実現可能な新たな仕事」について 
 次に「自己実現可能な新たな仕事」についてみ

ていきたい。まず移住者のほとんどが「新たな仕

事」についており，前職や移住前の趣味などを活

かした仕事をしている者もいたが，屋久島の場合

はそこに「自己実現」を求める者は少なかったと

言っていいだろう。むしろ仕事は「生活のために

お金が必要であれば」稼ぐための手段であること

が多い。仕事とは別のところ―生活や趣味など―

に自己実現的要素を見出す者がいた。これについ

ては，年代や地域によって異なるのか，それとも

地方移住の理想として「自己実現」と「新たな仕

事」は別で存在するのか。もしくは『TURNS』
で抽出された【自分】【生かす】というものが，た

だ単に自分自身のスキルを活用できるというもの

であるのか。この部分についてはさらなる研究が

必要である。 
 
例 D：「仕事はなんでもよくて民宿もたまたまだ

ったし，今ライターとかウェブデザイン

とかたまたまスキルを持ってるからそれ

をやってるけど，一番芯にあるところっ

ていうのは，形は多分なんでもいいんで

すね。」 
 
  C：「ここで暮らすことが私にとって目標であ

り現実であり幸せであるので。毎日毎日

の生活っていうのが全てだなって思って

いて。」 
 
また，｢仕事｣については前述したように，屋久

島町では第三次産業に従事している者が多く，移

住者についても，これらの観光関連産業に携わる

者が多いと予想される。これらの産業はゴールデ

ンウィークと夏などの時期が繁忙期であることが

移住者の語りからも分かる。観光に関してみてみ

ると，屋久島の観光客数―入り込み客数―は，微

減している 40。他の産業では｢農業｣や｢林業｣の半

分以上が赤字企業となっていることも指摘されて

いる 41。都市での前職よりは給料が下がる者が多

かったが，この点に関してはほとんどが｢気になら

ない｣と答えた。地方でのビジネスはしばしばメデ

ィアなどで魅力的に描かれるが，起業などの成功

もほんのひと握りなのではないだろうか。これら

のことから，持続可能性や多様な働き方，職業選

択について考えると，必ずしも｢新しい仕事｣があ

るとは言いづらい。第一次産業を支えていくこと

や，新しい産業を生み出していくことも必要であ

ると考える。 
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3-3-3「豊かな人間関係」について 
次に「豊かな人間関係」についてみていきたい。

移住者のほとんどが集落の住民や移住者どうし，

観光客，仕事，子育てつながり，趣味つながりな

どの関係を挙げた。また，前職などの人間関係を

継続している者もいた。前職と比べ｢人間関係の幅

が広がった｣と言う者もおり，｢豊かな人間関係｣

が築けているように考えた。ただ，地元住民との

ある程度のつながりはありながらも，観光関連の

業種に携わっていることなどから，どうしても観

光客や移住者同士のつながりが多くなる。また，

特に「子育て」に関するつながりも特徴的であり，

人生の中で結婚し，子供を育てるというライフス

テージに至った時の地域や人とのつながりについ

てはさらなる研究の余地がある。 
 
例 A:「僕なんか古いから結局青年団とか PTA と

かあって，郷土芸能とかあるし地域のつ

ながりはそれなりにあるし。ごちょう踊

りっていうのがあって鬼火焚きの時に踊

るんですけど。」 
   
  C:「ここで生まれ育ってるわけではないので，

結局こっちから動かないと（交友関係が）

広がらなくって。特に観光業についてい

ると移住者どうしばかりと話すというか

(中略)なんとなく外から来た人で固まり

がちになってしまうっていうか私はそれ

が嫌だなと思っていて，意識的に地元の

人とつながることをやっていて。」 
 

今回話を聞いた移住者は，地元住民と良好な人

間関係を築いていると感じた。これは地元住民側

の関わり方と，移住者と地元住民双方の気遣いや，

寛容な心によってもたらされていると考える。 
 
  C:｢引っ越したてとか，すごい歩み寄ってきて

くれる。もっとよそ者扱いされると思っ

てました。｣ 

 
  E:｢当時はなんと無くガイドっていう仕事が

あんまり地元の人にも認知されてなくて

（中略）ある程度馴染んでからそこは踏

み出そうって思ったんですよね。｣ 
 

G:｢一番最初に思ったのは，島って窮屈って

思った。（中略）でも，悪気はなくって島

の人とかって，それが最初は窮屈だった

かな。もうそういうもんだって思えばい

いけど，それが嫌だったらやっていけな

いかなって。｣ 
 
人間関係についてはこのように一筋縄ではい

かない部分もある。煩わしい部分もあると考える。

理想と現実が大きく乖離しているとは言えないが，

少しのズレはあるかもしれない。しかし，これは

人と人の距離が近いから起こることだとも言える。

その中で，様々な気遣いや，｢そういうもんだ｣と

思うことなどがこれらの人間関係を築く手がかり

になるのではないだろうか。 
 

3-4ライフスタイル移住者の特性と移住をもたら 
す要因 
ここでは，ライフスタイル移住者の特性につい

て先行研究をおさえたうえで，今回の研究の結果

を踏まえ，考察を加えていきたい。また，この移

住形態がどのような要因によって引き起こされる

ものなのかについても考察していきたい。 
 
【ライフスタイル移住者に関する共通点】 

 長友（2015）はライフスタイル移住が包含して

いる新しい移住形態の共通点について，（1）中間

層をめぐる労働市場やライフコース価値観の変化

が関連している点，（2）観光や滞在経験と移住の

関連性，および（3）移住の意思決定における想

像力の役割の3点を挙げている 42。 
 これに沿って今回の屋久島移住者の語りを振り

返る。まず，「中間層をめぐる労働市場やライフコ

ース価値観の変化が関連している点」に着目する。
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これらの事象は社会的な変化であるため，今回の

一部の事例でたやすく言い切れるものではないが，

語りの中から読み解いていくことを試みたい。今

回，調査した移住者の多くが移住前の生活の中や

移住をきっかけに「転職」していることがわかる。

ここから「ひとつの企業に定年まで勤める」とい

うものがなくなり，「ライフスタイルに合わせ職を

変える」という社会の変化を読み取ることもでき

る。また，これはそれだけ雇用が流動的になって

いることも表すのではないだろうか。ライフコー

ス価値観の変化については，1-3-1で概観した｢立

身出世｣などとは異なっており，それぞれの移住者

が定まったライフコースとは異なった，進学や就

職等をしていることが推察される。これについて

は｢変化｣というより，｢ライフコース価値観の多様

化｣と言ったほうが良いのだろうか。 
 次に「観光や滞在経験と移住の関連性」につい

ては今回の調査のなかでも多くみられた。ただ，

この観光や滞在経験は必ずしも直接的に移住先と

関連しないという点を示したい。つまり，屋久島

以外への観光が結果的に屋久島移住へとつながっ

た場合があるということだ。それは，次の語りか

らも分かる。 
 
例）E: ｢最初はカウアイ島が気に入ってカウアイ

島への移住を考えたんですけど，やっぱ

りなかなか海外の移住となると，いろん

な面でハードルが高かったんですよね。

それに現実的にぶつかって。じゃあ同じ

ような島が日本にないんだろうかってい

うことで島関係の本をめくってたら目に

留まったのが屋久島だったんです。｣ 
 
   D:｢南の島に住みたかったっていうのが一番

のきっかけだと思います。（中略）奄美大

島の下に加計呂麻島っていう島があるん

ですけど，そこに一人旅をして東京では

全く味わえないような体験をそこでして。

（中略）いつも会社いるときに休み時間，

綺麗な景色の写真を見てました。どっか

違う場所に行きたいって，遠くに行きた

いってすごい思ってたから。別に特定の

場所じゃないんだけど。（それを）言って

たら，（屋久島移住の）きっかけになりそ

うなことを友達がつないでくれたりと

か。｣ 
 

EさんやDさんの語りから分かるように観光先

や滞在先がそのまま移住先になるとは限らないの

である。これらは海外移住へのハードルや「縁」

というものが考えられると同時に，屋久島の持つ

特性―「島」など―が関連しあって起こった事象

だと考える。つまり観光や滞在経験が生んだ土地

のイメージと関連した別の土地に移住することも

あるということだ。また，その移住地について今

回の調査では｢本｣と｢友達のつながり｣などが挙げ

られた。これらの，移住者個人とは異なった存在

であるメディアや友人の紹介等が移住先地域に影

響する場合があるということも示しておきたい。 
長友（2015）は，日本人中間層のライフスタイ

ル移住に関する研究について，観光の経験が実際

にどのように移住の意思決定に繋がっているかと

いうミクロな視点での研究の蓄積は少ないと指摘

している 43。 
 「移住の意思決定における想像力の役割」につ

いては，多くの移住者が実際に現地に来て，また

は本，インターネット，友人からなどで情報を得

て移住していることが分かる。ただ，「あまり想像

してなかった」者もおり，一概に「想像力」が大

きな影響を及ぼしているとは言えない。しかし，

それぞれが移住前になにかしらの情報を集め，そ

れが移住や移住後の生活にも影響していることか

ら，その意思決定において「想像力」は作用して

いただろうと考えられる。 
 
例) F:｢行ったときはまあふんわりですよね，住

んでみたいなぁって感じで。そのあと埼玉

に戻ってから，どうしようかなっていろい

ろ考えたり調べたりとかしてて，だんだん

住んでみたいなって気持ちが大きくなっ

地域創成研究年報第13号（2018年）

78



ていって。9月にもう一回来てるんですよ，

その意思をどうするかを決めるために，本

当に生活とかできそうなのかっていうの

をこう見に来ようって思って。｣ 
  
【ライフスタイルはどのように形成・変化し，ラ

イフスタイル移住となるか】 

これまで長友（2015）の挙げた 3点 44からライ

フスタイル移住者についてみてきたが，ここで筆

者はライフスタイル移住に対しその特性として

「個人的体験によるライフスタイル価値観の影響」

があることを挙げたい。これは，ライフコース価

値観の変化や観光や滞在経験の関連を内包する点

であるが，特に移住者の「個人的体験」が，移住

者のライフスタイル価値観への影響－形成，変化

―を及ぼすことを示す。 
 今回の移住者の語りからみたとき，社会的背景

や個人的体験が移住者のライフスタイル価値観の

形成，変化に影響を及ぼしていることが分かった。

幼少時や学生時代の体験，進学，就職と仕事，余

暇活動などそれぞれの体験が個人の感情などに影

響を与え，ひとつの流れをもって移住者自身の現

在のライフスタイル価値観を生み出しているので

ある。そして，その流れの中で｢より良い生活｣を

求めた結果として，こうした地方移住に至ったと

考えられる。また，地方移住自体もその流れの中

の一つであり，移住後も様々な経験等を通して，

ライフスタイル価値観の形成，変化が行われる可

能性もある。 
 
【どのような生き方を選択するのか】 
これらの地方移住の広まりは，『ソトコト』の

調査で分析したような社会的背景などに起因する

ものだということもできるだろう。もちろん，全

国に簡単に移動できるようになったことやインタ

ーネットですぐに情報にアクセスできることも大

きく関わっているだろう。 
 そこでライフスタイル移住をもたらす要因につ

いて考えてみたい 45。まず，都市から押し出す力

―プッシュ要因―について考える。これは個人の

｢生活｣に対する都市のネガティブな面が考えられ

る。今回の語りの中では，｢仕事｣や｢ビル｣，｢物で

溢れかえっている｣などが挙げられるのではない

だろうか。また地方の引きつける力―プル要因―

について考えると，今回の場合｢自然｣，｢小さいコ

ミュニティ｣などが挙げられる。一見，｢幸せ｣と｢お

金｣が関係ない，｢（屋久島は）物が溢れかえって

ない｣といった語りから，都市のプッシュ要因によ

るところからきた反消費主義的なものが働いてい

るようにも考えられる。しかし，移住者の語りか

らライフスタイル移住に関する地方移住では，地

方の引きつける力―プル要因―が重要なのではな

いかと考えた。もちろん都市の押し出す力―プッ

シュ要因―も多分に作用していると考えるが，都

市部でも経済的に困らないような者の「住んでみ

たい」といった語りから，それよりも「ライフス

タイル」という引きつける力が大きく働いている

のではないかと予想する。また，このひきつける

力は，「地方」という漠然としたものが持っている

ものではなく，前述したような移住者個人に内在

する体験によってつくられた価値観が，その移住

先地域のイメージや現実と一体となったときはじ

めてひきつける力となる。一概に地方にはライフ

スタイル移住者をひきつける力があるとは言えな

いのである。 
 筆者はライフスタイル移住が｢個人的体験｣に端

を発するものだということを前述した。 
Michaela Benson，Karen O’Reilly（2009）は，

ライフスタイル移住と個人について，｢ライフスタ

イル移住の計画は，個人が自分の生活様式を模索

するように制約されているにもかかわらず，自ら

の体質に制約されたままであり，多くの点で結果

を定める，近代後期の避けられない産物。｣と述べ

ている 46。 
 確かに，このライフスタイル移住は個人が｢選択

している｣ように見えて，社会背景や個人の過去の

経験や習慣などによって｢選択させられている｣と

言うことができるかもしれない。また，それらは

その個人が意識しないうちに起こっているかもし

れない。 
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しかし，その制約の中でライフスタイル移住につ

いて，｢選択｣するのは結局その者自身であり，自

らの過去の経験や社会的な事象から異なるところ

で｢選択｣するのも可能ではないだろうか。また，

たとえ｢選択させられている｣としても，まったく

同じライフヒストリーがないように，その選択や

移動は無二のものではないだろうか。様々な制約

の中で｢どのような生き方を選択するのか｣につい

て，私たちは日々考えなければならない。なぜな

ら，その選択の連続こそが私たちの人生を構成し

ていくことだと考えられるからである。 
 
終章 
 本稿では，近年の地方移住の形態について，地

方移住に関連するメディアの調査と地方移住者の

ライフヒストリーの調査から，地方移住の理想と

現実の移住後の生活にはギャップがないのかを考

察すると同時に，この移住形態がどのような背景，

心情から生まれたものなのかを考察した。 
 第１章では，本稿における「地方」と「地方移

住」とは何かを確認したうえで，日本における人

口流動の動向と近年の地方移住について概観した。 
 第２章では，地方移住に関するメディアの調査

と，地方移住者に対するライフヒストリーの聞き

取り調査の結果を記した。地方移住に関するメデ

ィアの調査では，近年の地方移住について着目す

べきメディアとして雑誌『TURNS』と『ソトコ

ト』を挙げ，その目次の調査，分析を行った。ま

た，地方移住者に対してそのライフヒストリーの

聞き取り調査を行った。 
 第３章では，第２章で得られた結果から，地方

移住の理想と現実について分析し，ライフスタイ

ル移住者の特性を描いた。その上で，この移住形

態が何によってもたらされるのかを考察した。 
 地方移住の理想として，雑誌『TURNS』の調

査から自然や子育てに関わる「生活環境の改善」，

「自己実現可能な新たな仕事」，「豊かな人間関係」

の 3点を挙げた。これらと移住者のライフヒスト

リーの語りを照らし合わせたところ，今回の研究

では，地方移住の理想と現実について大きなギャ

ップはみられなかったと言っていいだろう。しか

し，｢生活環境の改善｣において「子育て」に関し

ては病院や学校など，現実的な設備やシステムの

面での問題を示した。「自己実現可能な新たな仕事」

では「自己実現」と「新しい仕事」の分離がみら

れた。｢仕事｣に関しては，観光産業に偏りがある

ことなどを示した。「豊かな人間関係」では，豊か

な人間関係が良好に保たれながらも，移住者どう

しでつながりやすいことや，｢島｣であり人との距

離が近いことからくる人間関係の煩わしさもみえ

た。 
ライフスタイル移住に関しては，ライフヒスト

リーの調査から，ライフコース価値観の変化や観

光や滞在経験の関連を内包する「個人的体験によ

るライフスタイル価値観の影響」をその特性とし

て挙げた。さらにこれらのライフスタイル移住に

関連する地方移住において，そのひきつける力に

注目し，移住者個人に内在する体験や価値観がそ

の移住先地域のイメージや現実と一体となったと

きはじめてひきつける力となることを推察した。 
 残された今後の課題として，地方移住の理想の

ひとつとして挙げた｢自己実現可能な新たな仕事｣

における｢自己実現｣と｢新しい仕事｣の分離や，｢豊

かな人間関係｣における｢子育て｣などの，ライフス

テージと関わる人間関係についてはさらなる研究

の余地がある。 
 今回は屋久島の移住者について調査を行ったが，

これが例えば地方都市ならば，結果は自ずと異な

ってくるのではないだろうか。また，移住者にお

いても，例えば地方に移住したが，生活などに馴

染めず，また都市に戻ってしまうということも考

えられる。この事象や移住者についてもさらなる

研究の余地がある。これらのことも今後の課題と

したい。 
 現在，国や地方自治体は地域が消滅するのでは

ないかという危機感から移住促進や地元住民の流

出を避ける動きをしている。しかし，必要なのは

多様なライフスタイルが実現可能な地域であると

いうことを忘れてはならない。限りある人口，人

間，その個人がどのような生き方をするのか，選
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択肢を増やす手助けをしていくのが社会の役割で

はないだろうか。 
また，本稿では近年の日本の地方移住について，

「ライフスタイル移住」の概念に沿って論を展開

した。『ソトコト』の調査からは，現在の日本にお

ける地方移住の考えやその形態はロハスの視点の

変化―日本におけるロハスの概念が様々なものを

内包してきたこと―によってできたものだと考え

た。ライフスタイル移住についての観光や滞在経

験と移住の関連については，ライフヒストリーの

調査から，観光や滞在経験は必ずしも直接的に移

住先と関連しないという点を示した。このような

本研究が，この分野のさらなる研究の蓄積に，ま

さに微力ではあるが一部でも，寄与できていれば

幸いである。 
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『TURNS』の特集と見出しのリスト 

Vol. 特集・ 見出し

1

住むなら 、 地方がおも し ろ い！

空き 家再生で町が生まれ変わる！

自営業率が日本一！”好き ”を仕事に

新規就農者がこ の町を選ぶ理由

まだまだ知り たい！注目の8地域

地域コ ミ ュ ニティ を知るためのキーワード

地元を盛り 上げる若手グループ

まずはお試し ！移住・ 交流体験プログラ ム

多治見に出会おう

2

地方に行っ て働こ う ！

石田さ ん、 どう して地域を元気にする企業に入っ たのですか？

吉原さ ん、 地方でパン屋を続けるヒ ケツ、 教えてく ださ い。

清原さ ん、 伝統産業を盛り 上げる方法、 教えてく ださ い。

町づく り だよ！変わり 種プレイ ヤー、 全員集合！

知ら れざる、 道の駅の”珍品・ 迷品”

日本全国ご当地ヒ ーロー大図鑑

手し ごと 体験プログラ ム

日本全国の研修生・ スタ ッ フ 募集

お茶に誘われて楽し い会話がはずむ町

3

あなたを変える地域115

地元の人と 移住者が手を取り 一致団結！地域おこ し がさ かんな町

おすそ分けはあたり 前！日本一（ ？） 移住者ウェ ルカ ムな町

なぜかも のづく り 人が吸い寄せら れる京都府唯一の”村”

”ほどよい”移住地の暮ら し

あなたにおすすめの移住地はコ レだ！

あなたの町の魅力はなんですか？

なぜその町が好き なんですか？

東京の地域交流イ ベント

完全移住マニュ アル

人と のつながり が　 いまも あたたかく 息づく 町

4

地方で夢を叶えた人びと

就職活動はこ れから 。 でも 楽し みながら 町を盛り あげたい

現在、 林業従事者１ 年生。 祖父の山を次世代に渡し たい！

姫路城が工事中でも 遊びに来て！姫路の良いと こ ろ 教えます。

過去の経験を生かし 、 理想のカ フ ェ 開店へ向け準備中。

5年間は修業。 先人の思いを胸に、 農業でこ の町を元気づけたい！

5

スマート ローカ ルラ イ フ のすすめ

地元の愛し 方、 盛り 上げ方、 巻き 込み方

地方的ハード ワーク のすすめ

地方で働く と いう 選択

こ れから の生き 方・ 新し い働き 方

自分ら し い地方暮ら し

都会よ、 こ れが田舎の最先端だ！

町に息づく 魅力を?若者が再発見し 、 進化する町

6

僕ら が見つけた、 地方の仕事

日本を元気にする 神山的ワーク スタ イ ルのすすめ

26歳移住農業女子の?超複業?と いう 働き 方

２ 拠点いいと こ どり の?至福ワーク タ イム?

ニュ ーエイ ジ林業チームの働き 方革命

働く っ てなに？

新し い働き 方Q＆Ａ

東京の仕事人

シゴト の流儀

まじ めで奥ゆかし い織物職人の町

7

地方のまち暮ら し をはじ めよう

まずは、 身近な人を幸せに?京都移住計画、 ゆるやかに進行中

人が人を呼び、 人が集まる?空き 店舗ゼロの御田町商店街

東北のスタ ンダード を集めて?発信でき るこ と が魅力

アート がつなぐ 人と 町。 こ れから 日本はどう なる？

進化する伝統工芸

Hello,Local Life!

自然と ほどよい距離の暮ら しやすい町

8

あなたを変える　 ローカ ルワーク 。

最先端酪農、 ただいま修行中！

”縁あっ て”のゲスト ハウス店長

僕が林業を選んだ理由

田舎だから でき た”一流”のパンづく り

出会いをつく る本屋さ ん

山の中の”攻め”ビジネス

ローカ ルワーク のススメ

わが町で起業し ませんか！？

地方で会社員になろ う

Welcome!  ぼく ら の新天地

地域ビジネスのト レンド はコ レだ！

まちづく り に目覚めた　 よそ者、 わか者が　 次第に増殖する町

9

地方のイ マド キ住まい事情

"自分発信し たい"人の住みか

地域に寄り そう 職住一体の暮ら し

コ ミ ュ ニティ を生んだ手づく り の家

”水俣のいま”を発信する拠点

京都で "ミ ニマム" に暮ら す

20XX年地方の住宅事情

全国リ ノ ベタ ウンＮ Ｅ ＷＳ

スペシャ ル対談〉 内田樹×藻谷浩介

豊かな里山里海と やさ し い人情があふれる町

10

ニア東京を楽し も う ！

僕ら の地域おこ し 、 進行中

みんなが主役になれる場所

よう やく 見つけた私の "地元"

自分を自由に、 シンプルにしてく れる町

ニア東京仕事図鑑

東京と のほどよい関係のつく り 方

ニア東京を盛り 上げるヒ ト ・ モノ ・ コ ト ・ ハコ

地域おこ し 協力隊の?リ アルラ イ フ

先輩キーパーソ ンが伝授！活性化活動、 運営の手びき

豊かな里山里海と やさ し い人情があふれる町

11

日本の未来をつく るシゴト

里に生かさ れ、 暮ら し を残す?移住者たちの"地域のこ し "

営業力、 提案力、 発信力で勝負！?フ ィ ッ シャ ーマン革命

移住者がつく るワーク スタ イ ル?　 次世代の林業のかたち

ローカ ルから 日本を元気にする方法

ローカ ルワーク のはじ めの一歩

新し いシゴト のかたち

スペシャ ルイ ンタ ビュ ー 石破茂

かつての交易の要衝　 地域活性化、 進行中

12

あなたを待っ てるまちがある

新し いこ と を始めたく なる場所

麻がはぐ く む地域の未来

金沢・ 山中に暮ら し 、 輝く 人

山あいにでき たみんなの居場所

マイ ローカ ルのみつけ方、 つき 合い方

地域資源見直し プロジェ ク ト

わが町の魅力

自治体の移住サポート を活用し よう

歴史ある町に生まれる新し い暮ら し のカ タ チ

13

日本文化を受け継ぐ シゴト

鉄器の町で、 風と なる人たち。

ジャ パン・ ブルーに魅せら れて

伝統産業の未来をデザイ ンする

私の考えるこ れから の工芸

修業にこ ないか？

伝統産業はこ れから どう なる？

日本の文化をつむぐ 　 伝統工芸の現状

町暮ら し も 自然も 満喫マイ ペースに暮ら せる町

14

地域と つながる　 注目ローカ ルスポッ ト

山里に開いたシェ アオフ ィ ス 都会と 田舎をつなぐ 自由な空間

島につく っ た体験型宿泊施設　 人と 人をつなぐ 古民家の宿

ク リ エイ タ ーが集まるブッ ク カ フ ェ 　 街のみんなのサード プレイ ス

コ ミ ュ ニティ スポッ ト

コ ワーキングスペース活用の心得9か条

コ ミ ュ ニティ スポッ ト はこ れから どう なる？

「 結」 の心で まちの魅力を発信中

15

地方の魅力的な働き 方

反対さ れても 決意し た、 島で働く こ と 、 島で暮ら すこ と 。

自然を生かし 、 生かさ れる。 世界を変えるエネルギー

先人の知恵を未来へと つないでゆく

タ ーンズ的会社図鑑

こ れから のローカ ル就職

「 住んでみんかよ土佐町に！」 が合言葉

16

人生を変えた移住

陶器のまちで、 文化の発信拠点をつく る。

信州の里山で、 パンを焼く 。

自然のなかで、 仲間と 子育て。

Hello！新し い自分、 新し い暮ら し

イ マド キの移住事情が知り た?い！

こ れが移住のト レンド だ！

自分ら し い生き 方を求めて、 移住者が集まる里山。

17

地方でお店をはじ めよう

100年続く 町をめざす　 町と 共存するカ フ ェ バーの街・ 松本でク ラ フ ト ビールの愉し みを

温泉街唯一のハンバーガー店

マルシェ が原点。 焼菓子と チャ イ の店

街の魅力を発信する　 大き な蔵の古道具店

日曜日限定オープンの個性派セレク ト ショ ッ プ

夢は商店街にお客を呼べるバッ ク 修理店

文化財の建物を活用し たオーディ オ空間

北陸のも のづく り の魅力を伝えるコ ミ ュ ニティ スペース

伝統産業を復活さ せた町で初めてのゲスト ハウス

働き たい母親を実践面でも サポート

遠方から でも 来ても ら えるギャ ラ リ ーに

地方でお店を始めるには？

起業成功の秘訣

エバレッ ト ・ ブラ ウン

日光珈琲オーナー　 風間教司

海と 山の豊かな資源を生かし 　 UIタ ーン者が活躍する島

18

土のある暮ら し

野草を摘み、 生活に生かす　 日本人の知恵をつないでいく

農的暮ら し の伝道師が開く 　 新生・ パーマカ ルチャ ー道場

農場のそのままを体験する　 「 農場ピク ニッ ク 」

暮ら し の中心に土を取り 入れた　 ゴマ農家の新たな取り 組み

人と 風景をつなぐ 　 進化系百姓の暮ら し 方

農業法人で働こ う

土ビジネス成功の秘訣は？

プロジェ ク ト 粟　 三浦雅之

移住者急増中！　 「 大磯市」 で盛り 上がる港町

19

海暮ら し 、 島暮ら し 。

島の交流拠点をめざして、 今日も 焼き たてパンを提供する

地域の息づかいを感じ ら れる、 無比なる温泉街をめざして

海の家をコ ワーキングスぺースに。  「 場づく り 」 で人と 人と をつなぐ

朽ち果てた海の家を再生。 絶景を楽し めるカ フ ェ をオープン

大事なのは、 島へのリ スぺク ト 。 島の暮ら し を存続さ せるために

いまこ そ、 島へ

移住し たく なる島10

海暮ら し のホント のと こ ろ

山ノ 家 株式会社ギフ ト ・ ラ ボ 後藤寿和・ 池田史子

移住し たい人、 ウェ ルカ ム!  懐の深さ と チャ レンジ精神に満ちた島

”農業女子”になり たい！

20

里山ラ イ フ を楽し も う ！

継承さ れる志。 地元民と 移住者で 播州織の可能性を未来へと 紡ぐ

生まれ育っ た鬼首で、 閉校し た母校と 里山を守る仕事

町のこ と を、 聞いて、 伝えるパン屋。 も のづく り の人が紡ぐ 表現の場所

森にスケッ チを描く よう に ワク ワク するアイ テムを創り だす

多く の人が地域を誇り に思う よう な”つなぎ手”を目ざして

苦労も 豊かさ も 、 同時にある 里山で農業を営むと いう こ と

山を守り 、 地域に生かさ れる。 林業で土地に根ざして働く

農業と 民宿業をかけも ち、 近いと 地域を”体験”でつなぐ

里山の名店

里山仕事のホント のと こ ろ

樂久登釜　 西村昌晃

岡山と 関西の文化がミ ッ ク ス 豊かな自然と 人材資源の宝庫

21

オススメ 移住地2017

太古から 残る自然と 文化を未来へつなぐ

おも し ろ い人たちが自然に集まる島

自然と まちと 人の距離感がちょ う どいい

商業施設から 生まれる新し い人の流れ

ローカ ル発ホッ ト ト ピッ ク

2017年、 地方はこ う なる！

寺田本家　 代表　 寺田優

中国地方のど真ん中で 新たな魅力が続々と 誕生中！

22

地方で天職見つけまし た

些細なこ と で笑いあえる関係が、 酪農女子と しての仕事の糧に

村から 波紋のよう に広がる 毎日味が違う ”生き ている”パン

本能でおいし いと 思える野菜を売っ ていく

お客さ んも 自分も 楽し める店がいい

さ さ やかな存在感のある陶器をつく り 続けていき たい

木のある空間づく り を提案し 、 山への意識を高める

自然から 着想を得て地元の木材で作品をつく る

金沢で見出し た「 仏師」 の新し い働き 方

ゲスト ハウスで生かさ れる ”世話焼き お姉さ ん”の資質

やれるこ と が大き いほう が楽し い。 リ ノ ベーショ ンで百貨店も 再生

コ ミ ュ ニティ カ フ ェ から 一人の可能性が開花する

市場で古本屋を営む 自分が納得のいく 生活

地方は可能性だら け 「 ないも の」 を埋めていこ う

「 消費」 さ れるだけじ ゃ ない、 心に残る映画作り を

生き 方も 、 生き る場所も  も っ と 自由に選んでいい

TURNS的 求人案内33

姫路城だけじ ゃ ない！海と 山が身近な住みよい町

23

食でつながる人と まち

生産者から 慕われる個性派店主が営むカ フ ェ

老舗みそ屋の娘がつなげる山梨の発酵仲間

祖母から 受け継いだ“人寄り ”の風習を伝える料理家

懐かし く て、 新し い。 大阪の創作おはぎ屋

おいし い油をめざして。 人口1500人の村に誕生し た油屋

「 食」 で日本を変えるイノ ベーショ ン15選

都会と 田舎、 消費者と 生産者を食を通してつなげる

世界規模で、 ク ラ フ ト ビールを提案する川越のブルワリ ー

セレク ト ショ ッ プのイ チオシフ ード in東京

街なかと 中山間地の両方で新たなチャ レンジが続々進行中！

24

自由な住まいと 暮ら し 方

京町家の不便さ が暮ら す楽し さ になる

田舎で暮ら すと いう 社会実験中

イ タ リ アから 信州へ自分の手でつく り ながら 暮ら す

地域と つながるシェ アハウス

地方と つながる暮ら し の施設& 体験13選

も っ と 自由に移動し ながら 楽し む多拠点生活を

住人と と も に“育つ賃貸住宅”を運営する

地方の個性派不動産屋さ ん

新旧のカ ルチャ ーが共存する町に魅力的な人が続出中！

25

だから 、 地方で子育てし たい

自然と 住居と 仕事は 近いほう がいい

「 都会の大自然」 に住むと いう 選択。

つく るこ と をつなげる、 家族の暮ら し

「 デュ アルスク ール」 で、 都会と 田舎に暮ら す新し い選択

移住し た母たちの 地方の子育てにまつわる「 理想と 現実」

家族を大切にするために　 僕は移住し た

心震える今こ の瞬間を　 子ども と 一緒に生き ると いう こ と

三方を海に囲まれた関東の東端から 　 新たな魅力を発信中！

26

地方の経済入門

ぐ るぐ るく めぐ る、 幸せの村

田舎で熟成がすすむ「 腐る経済」

ギフ ト の世界に生き て　 お金から 自由に

たっ た一人のワク ワク 感が地域の経済を動かす

物々交換

地域通貨

ク ラ ウド フ ァ ンディ ング

シェ アリ ングエコ ノ ミ ー

地域を「 経営」 すると は？

地方のリ アルなお財布事情

地域と つながり 、 こ だわり をも っ て、 コ ト 、 も のづく り に取り 組む若者が増加中！  
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『ソトコト』の特集リスト 
No. 特集

1 東京の笛吹き 男

2 田辺誠一のベルリ ン・ ルネッ サンス

3 イ ギリ ス人に気をつけろ ！

4 水と 空気を汚さ ない国、 北欧

5 大人の修学旅行

6 食べて元気になる

7 サルのお金、 人間のお金

8 山は泣いている

9 ロボッ ト で行こ う ！

10 ビュ ーティ フ ル・ アメ リ カ

11 フ ァ ースト フ ード より スローフ ード だ。

12 週末は東京セブンアイ ラ ンズ（ 旧名　 伊豆七島）

13 プリ ウスを裸にする

14 エコ 住宅物件数ナンバーワン！

15 今、 ニュ ーヨ ーク より シアト ル

16 有機生活inオースト ラ リ ア

17 フ ァ ースト フ ード より スローフ ード 2

18 ド イ ツ　 暮ら し のエコ 手帖エコ ・ グッ ズ傑作選！

19 馬で癒さ れたい。

20 正し い野菜と 肉、 オーガニッ ク 農業。

21 環境立国　 ニュ ージーラ ンド ！

22 赤い中国は緑の中へ　 エコ ロジー大運動！

23 イ タ リ ア、 小さ な村々のスローフ ード

24 エコ ・ アド ベンチャ ー。 ヒ マラ ヤにゴミ を拾いに行っ た男。

25 エコ 住宅のこ と なら こ こ に電話だ、 リ スト 100

26 不老長寿、 100歳まで生き る。

27 森の国、 ネッ ト の国、 フ ィ ンラ ンド 。

28 地域通貨の挑戦inカ ナダ

29 スローフ ード の故郷、 京都へ。

30 スローラ イ フ プロダク ト 、 ヨ ーロッ パの長持ち製品一覧。

31 捨てら れない、 人生の一冊。

32 POPボラ ンティ ア、 募集要項大掲載！

33 女の都、 上海。

34 デンマーク のデは、 デザイ ンのデ。

35 韓国のスローフ ード はどう なっ ているのか！

36 30歳から の、 ニュ ージーラ ンド 移住計画！

37 中国、 緑茶大紀行。

38 森の学校、 ド イ ツの環境教育！

39 スローラ イ フ ！笑顔で生き るためのNPO、 100選！

40 今日から 始める、 自給自足10年計画！

41 野生が騒ぐ 、 アフ リ カ 大陸　 エコ ツアー！

42 日本のスローラ イ フ は東北から 。

43 スローラ イ フ 大国、 ポルト ガル！

44 スローフ ード の王様はどれだ！

45 日本の家は高すぎる。 ニュ ージーラ ンド に永住だ！

46 アンチ・ ハワイ と いう 人向け、 ディ ープなハワイ ！

47 アジアの首都、 上海！

48 癒し 系医療を知っ ていますか？

49 夏休み、 エコ 体験ツアー100選！

50 スローラ イ フ 大国、 ド ン・ キホーテのスペイ ン

51 家と 街から 暮ら し を変える！北欧＆東京

52 取り 戻せ、 食文化！キーワード は食育。

53 本当のエコ ・ カ ーはどこ に向かっ ているのか？

54 農業バカ ンスinド イ ツ

55 コ コ ロと カ ラ ダに効く お酒。

56 ニュ ージーラ ンド の奥の奥の奥へ。

57 元祖スローフ ード 、 イ タ リ ア！

58 LOHASな暮ら し 。 コ コ ロも カ ラ ダも 気持ちいい。

59 輝かし い未来、 北京へ。

60 知恵の塊、 日本の村100選！

61 匠の国、 日本のエコ ・ プロダク ト

62 英国流オーガニッ ク 生活。

63 ウォ ータ ー・ スローラ イ フ 、 水と 暮ら す。

64 食育の秋！オト ナと コ ド モのスローフ ード ！

65 実践版・ 北欧流、 ロハスな家づく り

66 あし たの音楽・ サウンド スケープ。

67 ロハス大予言２ ０ ０ ５ ！

68 ト リ ノ 発！スローフ ード の祭典。

69 ニュ ージーラ ンド 移住計画

70 ソ ト コ ト 的元気NPO大百科！

71 自然エネルギーの宝庫・ アフ リ カ 入門

72 ルイ ・ ヴィ ト ンの環境宣言

73 完全保存版ザ・ ベスト ・ オブ・ ロハス

74 ロハス的生活100のヒ ント ！

75 完全愛蔵版ロハス・ スク ール・ ラ ンキング114

76 観戦保存版列島横断！県民スローフ ード 大百科

77 LOHAS　 100まで生き る99の方法

78 森と 音楽のロハス的楽し み方

79 ロハスデザイ ンのキーワード 66

80 ロハス大予言２ ０ ０ ６ ！

81 ニュ ージーラ ンド 移住計画第6弾！！

82 【 保存版】 ロハスNPO＋NGO大図鑑

83 ロハス大国！アメ リ カ の歩き 方。

84 【 完全保存版】 ロハス健康大百科

85 【 完全保存版】 ザ・ ベスト ・ オブ・ ロハスデザイ ン

86 【 総力特集】 ロハスな子育て！

87 【 完全保存版】 ロハス・ ミ ュ ージアム・ ガイ ド

88 【 保存版レシピ集】 おいし いロハスフ ード 大全

89 【 保存版】 健康方程式・ 山編！

90 【 保存版】 祐真朋樹責任編集！！ロハス・ スタ イ ルブッ ク 2007

91 ロハス大予言２ ０ ０ ７ ！！

92 食育2.0　 Q＆A

93 ロハスNPO＋NGO大図鑑2007

94 エコ 旅100選

95 次世代エネルギーQ＆A

96 世界のエコ セレブ101人

97 ロハスプロダク ト 購入ガイ ド

98 予防医学で長生き し たい！

99 【 保存版】 ロハススク ール・ ベスト ガイ ド

100 カ ーボンニュ ート ラ ルな国ニッ ポン

101 日本の有機食品を探せ！

102 森の魔力。

103 グリ ーンロハス大予言２ ０ ０ ８

104 全日本食育都市ラ ンキング１ ０ ０

105 完全保存版「 LOVE＆ボラ ンティ ア！」

106 グリ ーンエネルギー入門

107 北京　 上海　 天津　 雲南　 エコ ツーリ ズム

108 エコ デザイ ン2008

109 実験国家アイ スラ ンド へ！

110 使えるエコ 用語大辞典

111 環境スク ールで学びたい！

112 エコ プラ ネッ ト に住も う ！いき も の大特集

113 ソ ト コ ト 的スポーツ＆エコ 白書

114 ク ール★なエコ カ ー

115 エコ ラ イ フ 大予言２ ０ ０ ９

116 世界の頂点賢いイ ンド ！

117 信頼の超保存版「 LOVE＆ボラ ンティ ア」

118 知的な地的なエネルギー学！

119 社会を変える100人の戦士☆グリ ーンフ ァ イ タ ー登場！

120 「 グリ ーンな東京ガイ ド 」

121 「 学びの大陸、 北海道！」

122 オーガニッ ク 建築

123 植物愛

124 ナチュ ラ ル医療＆サプリ

125 生物多様性入門

126 ニッ ポンのお米

127 GREEN SHOPPERS‘ GUIDE

128 太陽型社会へよう こ そ！

129 ボラ ンティ アラ イ フ １ ０ ０ ！

130 ナチュ ラ ル旅行案内

131 グリ ーンフ ァ イ タ ー１ ０ ０ ！

132 60の誠実な会社の話

133 庭のエコ ロジー

134 自分を長持ちさ せる１ ０ ０ の方法

135 環境大陸・ ブラ ジル入門

136 魚食＆国産食材辞典

137 新・ 生物多様性入門

138 日本列島移住計画

139 社会と 自分を幸せにする商品

140 世界をよく する金融額

141 省エネルギーを知ろ う

142 あし たの社会貢献100

143 日本を元気にする九州の100人

144 60の誠実な会社の話２

145 森林愛

146 北海道　 森と 植物旅行

147 エコ ハウスのこ と

148 日本の食材遺産

149 スロー＆ナチュ ラ ル医療

150 日本の環境ユート ピア

151 ベスト ・ オブ社会をよく するお買いモノ

152 あたら し い自給自足

153 ボラ ンティ ア3.0

154 減災のための3.11学

155 ソ ーシャ ルな子育て

156 ニッ ポンの健康旅

157 楽し い海と 山の滞在計画

158 こ れから のお金の使い方！

159 シェ アして暮ら す家

160 ハワイ はソ ーシャ ル・ アイ ラ ンド

161 スモール・ ミ ュ ージアムガイ ド 100

162 若い農家が日本を変える！

163 ソ ーシャ ルなギフ ト

164 日本の地方に住んでみる

165 社会を変えるNPOのアイ デア集！

166 みんなのエネルギー入門

167 おすすめの図書館

168 野菜をつく っ て未来を変える

169 楽し いローカ ル旅

170 社会を動かす女子

171 人と つながる家

172 ソ ーシャ ル系大学案内

173 おすすめの公園

174 コ ミ ュ ニティ デザイ ン術

175 世界をよく する会社

176 なじ みの本屋

177 未来をひら く NPOのアイ デア集

178 暮ら し たく なる地方

179 ソ ーシャ ルの教科書

180 日本のト レイ ル

181 人がつながる沖縄

182 う つく し いデザイ ン

183 人が集まる家と 庭

184 収穫のすすめ

185 ポート ラ ンド ＆ブルッ ク リ ンのまちづく り

186 発酵をめぐ る冒険

187 地方の仕事

188 行き つけの喫茶店

189 アイ デアにあふれる社会貢献プロジェ ク ト

190 あたら し い経済

191 ト ーキョ ーつながる観光案内

192 みんなと つく るDIY

193 地方で起業するローカ ルベンチャ ー

194 日本の地方に住んでみる2015

195 住み方特集・ わたし の居場所

196 みんなの多様性

197 ヨ ーロッ パのローカ ル・ デザイ ン術

198 山、 海、 里のし ごと

199 遠く へ行き たい/ゲスト ハウス・ ガイ ド

200 あたら し い移住のカ タ チ

201 人を巻き 込む地域のプロジェ ク ト

202 たのし い地域の専門店

203 地方の働き 方カ タ ログ

204 コ ミ ュ ニティ のつく り 方

205 も のづく り ×ソ ーシャ ル・ デザイ ン

206 水辺のまちづく り

207 人がつながる家と まち

208 地元のごはん/最新ケータ リ ング・ ガイ ド

209 日本の森で、 起き ているこ と

210 本と 、 本がつく る場所

211 日本の地方に住んでみる2017

212 地方のデザイ ン

213 地域を巻き 込むローカ ル・ プロジェ ク ト

214 多様性を育てる社会

215 地域の編集術

216 ゲスト ハウス・ ガイ ド ～人に出会う 旅～

217 移住のはじ め方Q＆A

218 エリ アリ ノ ベーショ ン術

219 あたら し い住宅のカ タ チ

220 地域を育てるソ ーシャ ルビジネス

221 山のごちそう 、 海のごちそう

222 台湾のまちづく り

223 全日本リ ト ルプレス図鑑
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注 
                                                      
1 例えば作野（2016）は2000年代以降，大都市

圏から地方圏への移住がブームのように巻き起こ

ってきたと述べ，さらに2011年の東日本大震災

を契機に大都市圏における暮らしのあり方が見直

されるようになり，地方圏への分散を確認してい

ると述べた上で，｢田園回帰｣という現象について

考察している。 
作野広和（2016），｢地方移住の広まりと地域対応

―地方圏からみた｢田園回帰｣の捉え方―｣，『経済

地理学年法』第62巻，pp.324-345 
また，嵩（2017）は｢ふるさと回帰支援センター｣

への相談件数や相談者の年代の変化から，20代や

30代などの若い移住希望者や移住者が増加して

いることを示している。 
嵩和雄（2017），｢自治体における移住受入後の支

援体制について｣，『ECPR』Vol.38（財団設立40
周年号），pp.58-65 
2 「地域おこし協力隊」についてその困難や課題

について主観的なインタビューに基づき研究した

もの。 
井戸聡（2017），「「地元志向」の若者としての地

域おこし協力隊―移動の枠組みと諸特性について

の一考察―」，『愛知県立大学日本文化学部論集8
巻』，pp.328 -281 
3 地方暮らしの若者について広島県の府中町と三

次市において郵送調査とデプス・インタビュー調

査から地方暮らしの若者の幸福の成立条件と社会

的課題について考察したもの。 
轡田竜蔵（2017），『地方暮らしの幸福と若者』，

勁草書房，pp.10-21 
4 金本・徳岡（2002）によって提案された概念。

（1）中心都市をDID 人口によって設定し，（2）
郊外都市を中心都市への通勤率が10％以上の市

町村とし，（3）同一都市圏内に複数の中心都市が

存在することを許容する都市圏を設定する。 
金本良嗣・徳岡一幸（2002），「日本の都市圏設定

基準」，『応用地域学研究』No.7，pp.1-15 
5 轡田竜蔵（2017），『地方暮らしの幸福と若者』，

勁草書房，pp.58-63 
6 同上pp.58-63 
7 佐藤遼・ 城所哲夫・瀬田史彦（2014），「地方

への移住関心層と移住可能層との間での地方移住

生活イメージに対する選好パターンの違い―移住

先地域での暮らし方・働き方の質に関するイメー

ジに着目して―」，『公益社団法人日本都市計画学

会 都市計画論文集vol.45』No.3，p.945 
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